
山鹿市の副市長
池田　永実氏に聞く

農
業
と
の
複
合
化
を
推
進

観
光
回
遊
性
も
高
め
た
い

山
鹿
温
泉
の
人
気
イ
ベ
ン
ト

山鹿灯籠まつり 山鹿灯籠浪漫・百華百彩

熊本県・山鹿温泉のまちづくり
さくら湯再生に機運上昇
歴史、文化の観光資源を生かす

課
題
は
誘
客
Ｐ
Ｒ
不
足

営
業
態
勢
の
強
化
必
要

八千代座

米
米
惣
門
ツ
ア
ー

観
光
メ
ニ
ュ
ー
に
定
着

周
遊
観
光
の
促
進
も
テ
ー
マ

山
鹿
温
泉
以
外
に
も
　

有
力
な
資
源
が
点
在

さ
く
ら
湯

　

市
政
に
お
け
る
観
光
施
策

の
位
置
づ
け
は
。

　
池
田
　
市
長（
中
嶋
憲
正
市
長
）

は
、
重
点
施
策
と
し
て
「
人
を
つ

く
る
・
人
を
育
て
る
」
「
経
済
を

つ
く
る
・
活
性
化
す
る
」
「
人
口

減
少
に
歯
止
め
を
か
け
る
・
定
住

促
進
を
図
る
」
の
３
本
柱
を
掲
げ

て
い
る
。
特
に
、
経
済
を
つ
く
る

・
活
性
化
す
る
に
関
し
て
は
観
光

振
興
を
重
視
し
て
い
る
。

　
こ
れ
か
ら
地
方
都
市
は
急
速
な

高
齢
化
、
過
疎
化
、
人
口
減
少
社

会
を
迎
え
る
。
地
域
社
会
を
維
持

し
て
い
く
に
は
、
地
域
の
主
体
性

が
ま
す
ま
す
大
切
に
な
る
。
外
か

ら
の
動
き
に
期
待
す
る
の
で
は
な

く
、
内
側
か
ら
の
盛
り
上
が
り
が

必
要
。
そ
こ
で
観
光
が
重
要
に
な

る
。
住
民
が
地
域
の
文
化
を
再
認

識
し
、
そ
の
良
さ
を
誇
れ
る
よ
う

に
す
る
。
そ
う
し
た
住
民
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
が
観
光
振
興
、
ま
ち
づ
く

り
に
生
き
て
く
る
。

　
観
光
施
策
の
方
向
性
と
し
て

は
、
こ
れ
ま
で
に
整
備
を
進
め
て

き
た
八
千
代
座
、
さ
く
ら
湯
、
豊

前
街
道
の
歴
史
的
な
町
並
み
な

ど
、
中
心
市
街
地
に
集
積
し
た
観

光
資
源
を
生
か
す
。
さ
ら
に
周
辺

地
域
に
は
豊
か
な
自
然
環
境
が
広

が
り
、
優
れ
た
農
産
物
が
生
産
さ

れ
て
い
る
。
中
心
市
街
地
と
周
辺

地
域
の
連
携
、
ま
た
は
観
光
と
農

業
の
複
合
化
を
推
進
し
た
い
。
観

光
客
誘
致
、
６
次
産
業
化
な
ど
に

結
び
付
く
住
民
の
取
り
組
み
を
支

援
し
て
い
る
。

　

観
光
振
興
の
課
題
は
。

　
池
田
　
観
光
入
込
客
数
は
減
少

傾
向
に
あ
っ
た
が
、
２
０
１
０
年

か
ら
増
加
傾
向
に
転
じ
た
。

、


年
に
八
千
代
座
の
１
０
０
周
年

事
業
、

年
に
九
州
新
幹
線
の
全

線
開
業
、

年
に
さ
く
ら
湯
の
オ

ー
プ
ン
。
こ
れ
ら
の
効
果
が
表
れ

た
。
た
だ
、
誘
客
宣
伝
や
受
け
入

れ
態
勢
整
備
は
引
き
続
き
課
題

だ
。
山
鹿
灯
籠
ま
つ
り
な
ど
の
イ

ベ
ン
ト
を
含
め
、
中
心
市
街
地
、

周
辺
地
域
に
あ
る
観
光
資
源
を
生

か
す
事
業
を
強
化
し
て
い
く
。

　

観
光
資
源
は
確
か
に
豊
富

だ
が
、
山
鹿
市
の
知
名
度
は
全
国

的
に
高
い
と
は
言
え
な
い
。

　
池
田
　
山
鹿
市
が
全
国
的
な
マ

ス
コ
ミ
に
取
り
上
げ
ら
れ
る
機
会

も
増
え
て
い
る
。
山
鹿
温
泉
に
加

え
、
平
山
温
泉
な
ど
の
人
気
も
高

ま
っ
て
い
る
。
た
だ
、
福
岡
都
市

圏
、
熊
本
都
市
圏
な
ど
の
中
心
的

な
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
除
け
ば
、
全
国

的
な
情
報
発
信
は
確
か
に
課
題

で
、
効
果
的
な
Ｐ
Ｒ
戦
略
を
組
み

立
て
る
必
要
が
あ
る
。
同
時
に
、

地
元
の
魅
力
を
十
分
に
理
解
し
、

そ
れ
を
発
信
し
て
い
く
よ
う
な
人

づ
く
り
も
欠
か
せ
な
い
。

　

観
光
に
関
す
る
山
鹿
市
の

数
値
目
標
は
。

　
池
田
　
山
鹿
市
総
合
計
画
の
中

で
は
、
２
０
１
５
年
の
成
果
指
標

と
し
て
年
間
観
光
入
込
客
総
数
を

３
３
７
万
１
千
人
に
、
年
間
宿
泊

客
総
数
を

万
３
千
人
に
設
定
し

て
い
る
。
入
込
客
の
方
は
す
で
に

指
標
を
上
回
っ
て
い
る
。
来
年
度

が
計
画
の
見
直
し
時
期
に
あ
た
る

の
で
、
新
た
な
目
標
を
定
め
て
取

り
組
ん
で
い
く
。

　

観
光
の
推
進
態
勢
は
。

　
池
田
　
市
の
観
光
課
は
８
人
の

体
制
。
市
内
の
観
光
団
体
と
し
て

は
、
山
鹿
温
泉
観
光
協
会
、
平
山

温
泉
観
光
協
会
、
菊
鹿
町
観
光
協

会
な
ど
が
あ
る
。
各
団
体
は
イ
ベ

ン
ト
な
ど
を
通
じ
て
連
携
を
進
め

て
い
る
。
異
業
種
の
団
体
と
の
連

携
も
、
青
年
部
な
ど
の
若
い
世
代

を
中
心
に
交
流
が
深
ま
り
つ
つ
あ

る
の
で
、
そ
う
し
た
動
き
を
応
援

し
て
い
く
。

　

今
後
の
市
の
観
光
事
業
の

イ
メ
ー
ジ
は
。

　
池
田
　
さ
く
ら
湯
を
観
光
情
報

の
発
信
拠
点
と
し
て
も
活
用
し
、

中
心
市
街
地
だ
け
で
な
く
、
周
辺

地
域
に
も
旅
行
者
が
回
遊
す
る
よ

う
に
仕
掛
け
た
い
。
回
遊
の
課
題

で
も
あ
る
２
次
交
通
の
整
備
は
、

タ
ク
シ
ー
事
業
者
な
ど
と
連
携
し

て
対
応
し
た
い
。
ま
た
、
山
鹿
市

は
、
競
技
大
会
や
合
宿
な
ど
の
ス

ポ
ー
ツ
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
、
八
千

代
座
な
ど
で
の
文
化
事
業
も
盛

ん
。
行
政
と
し
て
も
、
観
光
、
ス

ポ
ー
ツ
、
文
化
、
そ
れ
ぞ
れ
の
施

策
を
連
携
さ
せ
て
地
域
の
活
性
化

に
成
果
を
上
げ
た
い
。

　

山
鹿
市
へ
の
送
客
を
検
討

す
る
旅
行
会
社
な
ど
へ
の
働
き
か

け
は
。

　
池
田
　
豊
富
な
観
光
資
源
、
体

験
メ
ニ
ュ
ー
を
紹
介
し
て
い
き
た

い
。
市
単
独
だ
け
で
な
く
、
菊
池

川
流
域
、
熊
本
県
北
部
の
自
治
体

と
連
携
し
た
広
域
で
の
Ｐ
Ｒ
も
進

め
て
い
る
。
観
光
素
材
を
旅
行
商

品
に
組
み
込
ん
で
も
ら
え
る
よ
う

に
提
案
を
強
化
し
て
い
き
た
い
。

２月の毎週金・土曜に開催。風情ある町並
みを竹と和傘の灯りが幻想的に彩る

毎年８月、日に行われる。圧巻は、頭上に山鹿灯
籠をのせた女性たちが優雅に舞う「千人灯籠踊り」
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熊
本
県
山
鹿
市
の
山
鹿
温
泉
は
、
県
内
で
も
最
も
歴
史
の
あ
る
温
泉
地
の

一
つ
で
、
夏
の
夜
を
彩
る
山
鹿
灯
籠
ま
つ
り
な
ど
で
知
ら
れ
る
。
魅
力
は
そ

れ
だ
け
で
は
な
い
。
明
治
時
代
に
建
て
ら
れ
た
芝
居
小
屋
「
八
千
代
座
」
や

豊
前
街
道
の
宿
場
町
の
町
並
み
を
生
か
し
た
観
光
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
充
実
。
共

同
浴
場
「
さ
く
ら
湯
」
も
再
建
さ
れ
、
昨
年

月
に
江
戸
・
明
治
時
代
の
建

築
様
式
を
再
現
し
た
新
施
設
と
し
て
オ
ー
プ
ン
し
た
。
住
民
の
間
に
歴
史
や

文
化
に
根
差
し
た
地
域
振
興
へ
の
機
運
が
高
ま
っ
て
お
り
、
豊
富
な
観
光
資

源
を
生
か
せ
ば
、
さ
ら
に
ブ
ラ
ン
ド
力
の
あ
る
観
光
地
域
に
発
展
す
る
可
能

性
を
秘
め
て
い
る
。
山
鹿
温
泉
の
ま
ち
づ
く
り
を
リ
ポ
ー
ト
す
る
。

（明治）年に建てられた芝居小屋。江戸期の様式の中にドイ
ツ製のレールを用いた廻り舞台を備える。歌舞伎や市民の芸能など
に利用されている。国の重要文化財。資料館を備え、公演日以外は
一般に公開しており、ガイドが舞台やならくを案内してくれる

　
「
八
千
代
座
を
再
生
し
た
こ
と
で
、

み
ん
な
が
気
付
い
た
。
山
鹿
の
歴
史
や

文
化
の
す
ば
ら
し
さ
に
。
昔
は
、
地
域

の
旦
那
衆
が
力
を
合
わ
せ
て
八
千
代
座

を
建
て
た
。
今
の
商
店
主
の
多
く
は
言

っ
て
み
れ
ば
、
そ
の
旦
那
衆
の
末
裔
。

今
の
旦
那
衆
は
何
を
す
べ
き
か
」
。
山

鹿
温
泉
観
光
協
会
の
会
長
で
、
こ
う
じ

製
品
の
専
門
店
「
木
屋
本
店
」
社
長
の

井
口
圭
祐
氏
は
そ
う
語
る
。

　
八
千
代
座
は
、１
９
１
０（
明
治

）

年
、
山
鹿
の
実
業
家
た
ち
が
建
設
し
た

芝
居
小
屋
で
、
山
鹿
温
泉
の
中
心
市
街

地
に
位
置
し
、
歌
舞
伎
を
は
じ
め
芸
能

な
ど
が
盛
ん
に
上
演
さ
れ
た
。
昭
和


年
代
に
は
経
営
不
振
で
閉
鎖
、
利
用
さ

れ
な
い
状
態
が
続
く
が
、
再
興
へ
の
機

運
が
高
ま
り
、
１
９
８
９
年
に
活
用
を

再
開
。
数
次
の
修
復
工
事
を
経
て
、
２

０
０
１
年
に
「
二
度
目
の
こ
け
ら
落
と

し
公
演
」
と
し
て
片
岡
仁
左
衛
門
一
行

の
大
歌
舞
伎
が
行
わ
れ
た
。
以
降
、
歌

舞
伎
な
ど
の
公
演
で
に
ぎ
わ
う
ほ
か
、

公
演
日
以
外
の
施
設
見
学
に
も
多
く
の

観
光
客
が
詰
め
か
け
る
。

　
地
域
の
歴
史
や
文
化
が
再
認
識
さ
れ

る
中
、
２
０
０
０
年

月
放
送
開
始
の

Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
朝
の
ド
ラ
マ「
オ
ー
ド
リ
ー
」

の
ロ
ケ
地
に
山
鹿
が
選
ば
れ
た
。
中
心

市
街
地
の
昔
な
が
ら
の
町
並
み
が
昭
和


年
代
を
描
く
シ
ー
ン
に
使
わ
れ
た
。

八
千
代
座
の
再
興
に
前
後
す
る
人
気
ド

ラ
マ
の
ロ
ケ
決
定
。
全
国
の
温
泉
地
と

同
様
に
旅
行
形
態
の
変
化
、
景
気
低
迷

の
影
響
を
受
け
る
温
泉
地
に
〝
追
い
風

が
吹
く
〟
と
関
係
者
は
活
気
づ
く
。

　
ド
ラ
マ
効
果
を
見
込
ん
で
、
井
口
氏

ら
中
心
市
街
地
の
商
店
主
た
ち
が
企
画

し
た
の
が
「
米
米
（
こ
め
こ
め
）
惣
門

ツ
ア
ー
」
。
水
運
で
栄
え
た
か
つ
て
の

山
鹿
は
米
の
集
散
地
で
、
米
蔵
、
味
噌

蔵
、
酒
蔵
な
ど
米
に
関
わ
る
老
舗
が
多

い
。
こ
れ
ら
の
店
主
が
ガ
イ
ド
役
と
な

り
、
店
舗
を
案
内
し
な
が
ら
山
鹿
の
歴

史
や
文
化
を
紹
介
す
る
。
こ
れ
が
ヒ
ッ

ト
し
た
。
店
主
た
ち
の
案
内
が
個
性
的

で
お
も
し
ろ
い
と
評
判
を
呼
ん
だ
。

　「
ガ
イ
ド
と
言
っ
て
も
み
ん
な
素
人
。

チ
ャ
レ
ン
ジ
で
は
あ
っ
た
が
、
お
客
さ

ん
を
喜
ば
す
こ
と
を
第
一
に
考
え
た
。

そ
こ
に
徹
す
る
と
商
品
の
販
売
に
も
つ

な
が
る
。
観
光
協
会
が
受
け
付
け
に
協

力
し
て
く
れ
た
り
、
旅
館
の
営
業
マ
ン

が
売
り
込
ん
で
く
れ
た
り
し
た
こ
と
も

成
功
の
要
因
」
と
井
口
氏
は
語
る
。

　
米
米
惣
門
ツ
ア
ー
の
成
功
と
と
も

に
、
山
鹿
市
が
電
線
の
地
中
化
工
事
な

ど
豊
前
街
道
沿
い
の
中
心
市
街
地
を
整

備
。
歴
史
ま
ち
づ
く
り
法
に
基
づ
く
歴

史
的
風
致
維
持
向
上
計
画
も
策
定
し
、

２
０
０
９
年
３
月
に
九
州
で
初
め
て
国

の
認
定
を
受
け
た
。
歴
史
や
文
化
を
生

か
し
た
ハ
ー
ド
、
ソ
フ
ト
の
ま
ち
づ
く

り
が
進
む
中
で
、
さ
く
ら
湯
の
再
生
に

も
乗
り
出
し
た
。

　
さ
く
ら
湯
は
、
山
鹿
温
泉
の
中
心
に

あ
る
元
湯
。
そ
の
歴
史
は
肥
後
細
川
藩

・
初
代
藩
主
の
細
川
忠
利
の
休
憩
所
と

し
て
始
ま
る
。
明
治
期
に
は
市
民
温
泉

に
生
ま
れ
変
わ
り
、
道
後
温
泉
本
館

（
松
山
市
）
を
手
が
け
た
棟
梁
、
坂
本

又
八
郎
に
よ
り
唐
破
風
玄
関
を
備
え
る

大
改
修
も
行
わ
れ
た
。
し
か
し
、
時
代

の
変
遷
と
と
も
に
、
１
９
７
５
年
に
は

再
開
発
ビ
ル
内
の
施
設
と
し
て
営
業
す

る
形
態
に
変
わ
っ
て
い
っ
た
。
か
つ
て

の
姿
を
取
り
戻
そ
う
と
、
市
が
約

億

円
を
か
け
て
再
建
事
業
に
着
手
。
明
治

・
江
戸
期
の
建
築
様
式
を
再
現
し
て
外

観
、
内
観
を
整
備
し
た
。
昨
年

月
に

オ
ー
プ
ン
。
住
民
や
観
光
客
に
利
用
さ

れ
、
八
千
代
座
と
並
ぶ
山
鹿
温
泉
の
シ

ン
ボ
ル
と
し
て
よ
み
が
え
っ
た
。

　
山
鹿
市
全
体
の
宿
泊
、
日
帰
り
を
合

わ
せ
た
観
光
入
込
客
数
は
、
２
０
１
２

年
が
３
８
２
万
人（
宿
泊

万
２
千
人
、

日
帰
り
３
５
０
万
８
千
人
）
。
３
年
連

続
で
増
加
傾
向
に
あ
る
。
８
月
の
山
鹿

灯
籠
ま
つ
り
も
毎
年
、
２
日
間
で
数
十

万
人
を
集
め
る
。
市
内
は
ス
ポ
ー
ツ
施

設
も
充
実
し
て
お
り
、
競
技
大
会
や
合

宿
な
ど
の
ス
ポ
ー
ツ
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン

も
盛
ん
に
な
っ
て
い
る
。

　
た
だ
し
課
題
も
あ
る
。
「
観
光
資
源

の
磨
き
上
げ
は
終
わ
っ
た
が
、
セ
ー
ル

ス
は
不
十
分
。も
っ
と
Ｐ
Ｒ
が
必
要
だ
。

今
は
人
が
来
て
い
る
が
、
こ
の
先
は
大

丈
夫
な
の
か
。
客
数
な
ど
に
具
体
的
な

目
標
を
掲
げ
、
地
域
を
挙
げ
て
計
画
的

に
誘
客
を
進
め
る
営
業
活
動
が
欠
か
せ

な
い
」
。
山
鹿
温
泉
観
光
協
会
の
青
年

部
長
で
、
老
舗
旅
館
、
清
流
荘
専
務
の

平
井
英
智
氏
は
そ
う
指
摘
す
る
。

　
山
鹿
温
泉
の
主
な
集
客
エ
リ
ア
は
、

福
岡
都
市
圏
、熊
本
都
市
圏
が
中
心
で
、

広
く
み
て
も
九
州
エ
リ
ア
か
ら
広
島
・

愛
媛
エ
リ
ア
ま
で
と
言
わ
れ
る
。
山
鹿

市
の
観
光
基
本
計
画
（
２
０
１
０
年
３

月
策
定
）
に
収
録
さ
れ
た
都
市
圏
住
民

を
対
象
に
し
た
調
査
で
は
、
「
山
鹿
市

を
知
ら
な
い
」
と
い
う
回
答
は
関
西
圏

で

・
７
％
に
も
上
っ
た
。
２
０
１
１

年
３
月
の
九
州
新
幹
線
全
線
開
業
で
関

西
圏
か
ら
の
旅
行
者
が
増
え
つ
つ
あ

り
、
認
知
度
は
上
昇
し
て
い
る
と
み
ら

れ
る
。
し
か
し
、
首
都
圏
な
ど
を
含
め

て
全
国
的
な
認
知
度
を
向
上
さ
せ
る
余

地
は
残
っ
て
い
る
。

　
「
地
域
資
源
に
恵
ま
れ
、
米
米
惣
門

ツ
ア
ー
だ
け
で
な
く
、
八
千
代
座
や
山

鹿
灯
籠
民
芸
館
な
ど
を
案
内
す
る
ガ
イ

ド
の
質
も
自
慢
で
き
る
。
誘
客
の
推
進

態
勢
を
整
え
、
旅
行
会
社
に
も
売
り
込

み
た
い
。
経
済
波
及
効
果
、
雇
用
創
出

効
果
を
考
え
れ
ば
、
誘
客
に
予
算
、
人

員
を
投
じ
る
だ
け
の
価
値
は
あ
る
」
と

平
井
氏
は
語
る
。

　
地
域
の
歴
史
、
文
化
な
ど
に
対
す
る

地
域
住
民
の
愛
着
、
誇
り
に
根
差
し
た

ま
ち
づ
く
り
に
理
解
が
深
ま
る
一
方

で
、
地
域
間
競
争
で
も
あ
る
誘
客
に
い

か
に
取
り
組
む
か
。
地
域
と
流
通
を
結

ぶ
誘
客
セ
ー
ル
ス
の
仕
組
み
づ
く
り
、

さ
ま
ざ
ま
な
ツ
ー
ル
を
生
か
し
た
情
報

発
信
の
工
夫
な
ど
が
こ
れ
か
ら
の
課
題

と
な
り
そ
う
だ
。
山
鹿
温
泉
の
観
光
ま

ち
づ
く
り
は
、
新
た
な
段
階
に
入
っ
て

い
る
。

　
山
鹿
市
は
、
２
０
０
５
年
１
月
に
山

鹿
市
、
鹿
北
町
、
菊
鹿
町
、
鹿
本
町
、

鹿
央
町
が
合
併
し
て
誕
生
し
た
。
人
口

は
約
５
万
７
千
人
。
山
鹿
温
泉
が
あ
る

中
心
市
街
地
以
外
に
も
豊
富
な
観
光
資

源
が
あ
る
。
温
泉
、
渓
谷
、
棚
田
、
古

墳
、道
の
駅
な
ど
多
様
な
魅
力
が
あ
り
、

周
遊
観
光
の
促
進
が
期
待
さ
れ
る
。

　
温
泉
は
山
鹿
温
泉
の
ほ
か
、
平
山
温

泉
、
菊
鹿
温
泉
な
ど
が
あ
る
。
な
か
で

も
平
山
温
泉
は
山
と
田
園
に
囲
ま
れ
た

の
ど
か
な
温
泉
郷
で
、
近
年
人
気
が
高

ま
っ
て
い
る
。

　
自
然
が
満
喫
で
き
る
の
は
、
天
然
の

滝
の
〝
す
べ
り
台
〟
が
人
気
の
矢
谷
渓

谷
、
滝
の
一
帯
に
遊
歩
道
が
整
備
さ
れ

て
い
る
岳
間
渓
谷
な
ど
。
ま
た
、
２
０

０
枚
の
石
積
み
の
田
が
広
が
る
「
番
所

の
棚
田
」
は
、
日
本
棚
田
百
選
に
も
選

ば
れ
て
い
る
。

　
チ
ブ
サ
ン
古
墳
は
国
指
定
史
跡
で
ガ

イ
ド
が
古
代
史
を
解
説
す
る
。
市
立
博

物
館
や
県
立
装
飾
古
墳
館
も
あ
る
。

　
特
産
品
な
ど
を
そ
ろ
え
る
施
設
は
、

水
辺
プ
ラ
ザ
か
も
と
、
道
の
駅
か
ほ
く

小
栗
郷
、
鹿
央
物
産
館
な
ど
。

　
山
鹿
市
へ
の
交
通
ア
ク
セ
ス
は
、
阿

蘇
く
ま
も
と
空
港
か
ら
車
で
約

分
、

福
岡
方
面
か
ら
車
で
約

分
。
Ｊ
Ｒ
新

玉
名
駅
か
ら
は
車
で
約

分
。

　
米
米
惣
門
ツ
ア
ー
は
、
山
鹿
市
の
中

心
市
街
地
を
舞
台
と
す
る
ユ
ニ
ー
ク
な

プ
ロ
グ
ラ
ム
だ
。
酒
蔵
や
味
噌
蔵
、
せ

ん
べ
い
屋
な
ど
〝
米
〟
に
ま
つ
わ
る
老

舗
の
商
店
を
巡
る
。
ガ
イ
ド
は
そ
れ
ぞ

れ
の
店
舗
の
店
主
や
従
業
員
が
務
め
て

い
る
。
ツ
ア
ー
は
２
０
０
０
年
に
ス
タ

ー
ト
し
、
山
鹿
温
泉
の
観
光
に
定
着
し

て
い
る
。

　
山
鹿
市
を
流
れ
る
菊
池
川
の
流
域
は

古
く
か
ら
良
質
の
米
の
産
地
。
収
穫
さ

れ
た
米
は
川
船
を
利
用
し
て
運
ば
れ
、

集
散
地
で
あ
る
山
鹿
は
栄
え
た
。
そ
の

名
残
で
豊
前
街
道
沿
い
に
は
今
で
も
米

に
関
係
す
る
商
材
を
扱
う
商
店
が
軒
を

連
ね
て
い
る
。

　
ツ
ア
ー
の
主
催
は
、
各
商
店
で
つ
く

る
下
町
惣
門
会
。
米
米
惣
門
ツ
ア
ー
で

巡
る
店
舗
は
、
江
戸
天
保
年
間
（
１
８

３
０
年
ご
ろ
）
の
創
業
で
味
噌
な
ど
こ

う
じ
製
品
の
専
門
店
の
木
屋
本
店
を
は

じ
め
、
せ
ん
べ
い
を
焼
く
体
験
が
で
き

る
せ
ん
べ
い
工
房
、
試
飲
が
で
き
る
酒

造
り
史
料
館
な
ど
。

　
通
り
の
全
長
２
０
０
㍍
の
間
に
店
舗

が
集
中
し
て
お
り
、
所
要
時
間
は
約
１

時
間
。
ガ
イ
ド
は
、
店
舗
ご
と
に
店
主

や
従
業
員
が
行
い
、
次
の
店
舗
に
案
内

す
る
リ
レ
ー
方
式
。
ガ
イ
ド
ら
は
ユ
ー

モ
ア
を
交
え
た
語
り
口
な
ど
参
加
者
を

喜
ば
せ
る
案
内
技
術
の
向
上
に
も
努
め

て
い
る
。

　
参
加
料
は
土
産
が
付
い
て
１
人
５
０

０
円
。
団
体
客
に
も
対
応
し
て
い
る
。

予
約
は
前
日
ま
で
受
け
付
け
。
申
し
込

み
先
は
山
鹿
温
泉
観
光
協
会
と
な
っ
て

い
る
。

豊前街道の宿場町の風情がただよう山鹿の
中心市街地

　
明
治
・
江
戸
期
の
建
築
様

式
を
色
濃
く
残
す
共
同
浴
場

で
、
昨
年

月
に
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
オ
ー
プ
ン
。
細
川
藩
主

の
御
茶
屋
に
始
ま
る
歴
史
が

あ
り
、
外
湯
と
し
て
市
民
や

旅
行
者
に
親
し
ま
れ
て
き

た
。
再
開
発
に
伴
い
１
９
７

５
年
か
ら
は
ビ
ル
内
で
営
業

し
た
が
、
昔
の
趣
を
取
り
戻

そ
う
と
市
が
整
備
し
た
。
温

泉
資
料
室
も
あ
る
。


